
中山間地域における
通所介護事業所等の
現状と課題等について
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邑南町の概要
○邑南町は、平成16年に羽須美村（旧）、瑞穂町（旧） 石見町（旧）の三町村合併により新しく誕生。
○広島県との県境にある中国山地に囲まれた人口約1万人の中山間地域であり、合併時から約20年で人口が約3,800名
減少し、高齢化率も7.2ポイント上昇。2040年には、これらが更に進行する見込み。

鳥取

広島

山口

島根

・島根県の中部に位置する町で邑智郡に属し、町の
大半は200ｍ～350ｍの盆地状に開けた農地が
ある典型的な中山間地域。
‐人口 9,616人（Ｒ６.3月末）
‐世帯数 4,644世帯
‐面積419.2㎡（県内の町で最も広い）
‐標高100～600m

・平成16年の合併以降、人口減少が続き令和３年に
１万人を下回った。一方、高齢化率は上昇を続けて
おり、45.7％（Ｒ６.3月末）という状況。
・今後も、この傾向は進行する見込みであり、令和22
年（2040年）には、人口7,072人、高齢化率
46.6％となる見込み。
（出典：第９期邑智郡介護保険事業計画）
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要介護認定者の状況と今後の推計
○要介護（要支援）認定者は、今後も減少傾向で推移していくことが推計される。一方で、要介護認定率
は横ばいで推移していくものの、令和 12年（2030年）以降は増加していく見込み。
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邑南町の介護施策状況等
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邑南町の介護施設数等

○居宅介護支援事業所・・・６事業所

○訪問系事業所・・・８事業所

○通所系事業所・・・6事業所

○福祉用具貸与・販売事業所・・・２事業所

○老人福祉施設等・・・14施設（短期入所施設４施設）

邑南町の介護施設数等
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邑南町における介護サービス提供における課題
○通所介護事業所については、介護人材が確保できないことなどの理由により、令和７年３月をもって１施
設が閉所、また１施設は看護職の確保が難しく縮小して運営。

通所介護事業所

通所リハ事業所

看護職の不足により、
土曜日は閉所するな
ど縮小して運営

【施設数】
・通所介護事業所：４ヶ所
・通所リハ事業所：２ヶ所
【送迎の所要時間】
・１時間程度
（積雪時１時間30分程度 ）
※積雪時はルート変更あり

【サービス提供時間】
・概ね9:00～15:00
（約6時間程度 ）

令和７年３月を
もって閉所



邑南町における介護サービス提供における課題
○サービス提供開始時間に間に合うよう利用者の送迎が必要となるが、人材不足のため送迎も介護職員等
が兼務。そのような中、事業所が廃止したことにより、遠方地域の利用者が増加（10名）し、業務が逼迫。
→ 送迎車両を増台しサービス提供体制を整えるなど、何とか対応している状況。

6

利用者さんの家が遠いため、朝早く迎えに行って、自宅まで送ると遅くなってしまう・・・。
積雪時には更に時間がかかり、場合によっては利用者のキャンセルも・・・。
※通常でも、利用者迎え ８：00開始

利用者送り 17：00まで

効率よく送迎ができず、
燃料代や車両費がか
さむ・・・

人材不足なので送迎
と兼務しないと・・・.

事業者の声

送迎距離：片道19ｋｍ
送迎時間：約30分（冬季50分）
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介護サービス提供の維持に向けて
○解決策の例として、例えば専門職の確保が著しく困難な地域などにおいては、
以下のような方策が考えられないか。

●オンラインを活用し、通所介護等の専門職（看護師等）を兼務できるように。
→・事業所に１以上配置が必要な専門職について、オンラインを活用することで事業所を兼務す
ることができないか。
・介護サービスの利用者だけでなく、提供者である事業者も高齢化が進んでおり、オンライン
ツール導入に対する一定のハードルがあることへの留意や、専門職が担う業務がオンラインで
対応できるものかの整理などが必要。（専門職の絶対数が少なくなる中で、サービス提供を
維持するためにも検討しなければならない課題。）

●サービス間において専門職のシェアなどができるように。
→・例えば、併設されている特別養護老人ホーム（介護老人福祉施設）と通所介護などの間
において、看護職等の専門職のシェアを可能とするなどサービス間の連携・柔軟化を図ること
ができないか。
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ご清聴ありがとうございました。
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